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CAMPFIRE for Social Good でクラウドファンディング挑戦中！

QRコード、またはURLからアクセスしてご支援ください
https://bit.ly/44bTzzG

CAMPFIRE　虹色ダイバーシティ

LGBTQセンターって、どんな場所 
LGBTQ等の性的マイノリティやその周囲の人が集
まり、安心して過ごせる場所。必要な時に相談でき
る場所。それがLGBTQセンターです。

大阪の天満橋にある常設のLGBTQセンター「プラ
イドセンター大阪」は、2022年4月に設立されま
した。このセンターは当事者だけでなく、すべての
人に開かれた場所として運営されており、家族や友
人、教職員や企業の人事担当者など、当事者の周囲
の人たちの利用も多いのが特徴です。

入場は無料で、500冊以上のLGBTQに関する本や
コミック、絵本があり、情報を得たり、スタッフや
来場者同士で話したり、必要に応じて個別相談を受
けることもできます。

LGBTQであること、自分が周囲の子どもたちと違うということを自覚するのは、学齢期
が多いと言われています。日本では小学生、中学生、高校生の時期です。LGBTQが生き
やすい社会とは、友達や先生、親や周囲の大人たちが「男らしさ、女らしさに縛られな
くていい」、「みんなと違いがあっても、そのままで大丈夫」と肯定のメッセージを出
せる社会です。それはLGBTQに限らず、国籍や民族、言語の違いや障害の有無など、
様々な「違い」に関しても言えることです。「あなたは、あなたのままでいい」、それ
を保証する、家庭、学校、職場、地域の「しくみ」と「雰囲気」をつくらなくては、
LGBTQのメンタルヘルスは改善しません。

LGBTQに関しては、まだ日本では新しい人権課題と言われており、学校でちゃんと習っ
た経験のある大人はほとんどいません。LGBTQも安心できる社会の「しくみ」と「雰囲
気」をつくるには、まずはLGBTQの直面する社会課題を学ぶことが必要です。マイノリ
ティの目線から社会を見ることで、気付けることが沢山あります。LGBTQやジェンダー
平等に関心の高い中高生がセンターに来て学び、それを地元に持ち帰って、地域を変え
る力になって欲しいというのが、私たちのアイディアです。

このセンターは、天井から本棚まで、虹色に飾られています。センターの存在そのもの
が、「あなたは一人じゃない」というメッセージです。私たちは、全国の中高生に、こ
の場所を知ってほしい、体験してほしい。

すべての若者が生きやすい未来を。大阪のLGBTQセンターを中高生の学びの場に！ 
是非、私たちのチャレンジを応援してください。

https://pridecenter.jp/

LGBTQであることを自覚するのは学齢期が多い、
だからこそ教育が必要

すべての若者が生きやすい未来を。
大阪のLGBTQセンターを中高生の学びの場に！

あなたの寄付が 倍に！2



支援の方法

クラウドファンディング公開中

１．下部のQRコードからプロジェクトページへアクセスし、
     【プロジェクトを支援する】または【このリターンを選択する】を押します
２．必要な情報を入力し【確認画面へ】のボタンを押します
３．確認画面で支援内容を確認し、【この内容で支援する】を押します
４．CAMPFIREから届くメールを確認します

お支払い方法を選択のうえ、メールアドレスを入力してください。
 届いたメールの【支援を続ける】ボタンから、支援画面に戻ることができます。

2．以降を
進めましょう

CAMPFIREアカウントをお持ちでない場合

QRコード、またはURLからアクセスしてご支援ください
https://bit.ly/44bTzzGCAMPFIRE　虹色ダイバーシティ


